
■貸借対照表（税抜）
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 138億8,775万円 固 定 負 債 66億5,668万円
（有形固定資産） 138億8,743万円 企 業 債 66億5,668万円

土 地 3億5,071万円 流 動 負 債 7億2,845万円

建 物 4億6,125万円 企 業 債 5億4,491万円

構 築 物 125億3,457万円 営 業 未 払 金 8,795万円

機 械 及 び 装 置 4億2,489万円 営 業 外 未 払 金 2,514万円

車両及び運搬具 335万円 そ の 他 未 払 金 1,780万円

工具器具及び備品 2,528万円 前 受 金 704万円

建 設 仮 勘 定 8,738万円 賞 与 引 当 金 等 753万円

（無形固定資産） 32万円 その他流動負債 3,808万円

電話施設利用権 32万円 繰 延 収 益 31億6,158万円
ソフトウェア使用権 0万円 長 期 前 受 金 31億6,158万円

流 動 資 産 15億9,943万円 資 本 金 29億3,795万円

現 金 預 金 12億1,823万円 資 本 金 29億3,795万円

営 業 未 収 金 2億3,351万円 剰 余 金 20億252万円

営 業 外 未 収 金 0万円 資 本 剰 余 金 6億4,504万円

そ の 他 未 収 金 2,297万円 利 益 剰 余 金 13億5,748万円

貸 倒 引 当 金 △563万円 負債・資本合計 154億8,718万円

貯 蔵 品 3,755万円

前 払 金 9,280万円
資 産 合 計 154億8,718万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,393（戸）
給 水 人 口 69,648（人）
年 間 有 収 水 量 9,241,366（㎥）
一日平均有収水量 25,319（㎥）
一 般 用 有 収 水 量 7,916,311（㎥）
業 務 用 有 収 水 量 1,297,039（㎥）
湯 屋 用 有 収 水 量 20,887（㎥）
そ の 他 有 収 水 量 7,129（㎥）

収益費用

給水収益
13億7,822万円

その他　1,658万円
支払利息

1億7,158万円

減価償却費
５億4,283万円

受託工事収益
　5,322万円
加入金収益
　1,760万円

その他　1億5,269万円純利益　3億5,383万円

総係費
1億7,091万円

原水及び浄水費　1億7,189万円
配水及び給水費　1億2,084万円
受託工事費　5,327万円

費用
12億4,790

万円

収益
16億173
 万円
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